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富山湾の表層から深層までの食物網解析～炭素・窒素安定同位体比からのアプローチ
Food web analysis using stable carbon and nitrogen isotopic ratios: from the shallow to
deep water in Toyama Bay
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気候変動等に伴う環境変化が海洋食物網に与える影響を明らかにするためには、食物網の現状把握が必要であ
る。本研究では、水深約200mを境に異なる水槐構造をもつ富山湾における食物網の現状把握を目的とした。富
山湾では、200m以浅の表層と200m以深の深層に生息する魚類・動物プランクトンの生物試料と、沈降粒子・海
底堆積物・POM（懸濁態有機物）を採取した。また、日本海中央部の大和海盆で動物プランクトンとPOMを採取
し、炭素・窒素安定同位体比解析を行った結果、以下の知見が得られた。 
1、富山湾の水生生物は、表層・深層とも表層0m付近のPOMを起点とする食物連鎖上に位置し、海面付近で生産
された植物プランクトンが基礎生産者であると考えられた。 
2、δ13Cに着目すると、富山湾の動物プランクトンは大和海盆に比べ高い値を示し、クロロフィル濃度も富山湾
は大和海盆に比べて高かった。これは、基礎生産者である植物プランクトンの増殖速度が富山湾の方が速いた
めと推測された。 
3、δ15Nに着目すると、深層魚は表層魚に比べ高い値を示した。また、深層では腐肉食者や表層に比べ高いδ15

N値をもつ動物プランクトンがみられ、これらが深層の栄養段階を高めていると推測された。さらに、富山湾と
大和海盆のPOMのδ15N値は平均で約3.3‰と低く、基礎生産者のδ15N値が低い可能性が示唆された。
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